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北本のサクラが危ない
～急速拡大するクビアカツヤカミキリ被害への対策～

クビアカツヤカミキリの被害を減らしていくには、市民の皆さんの協力が必要ですので、

適切な支援や情報提供をしながら一体になって、クビアカツヤカミキリの防除に努め

てまいります。

被害状況と主な対策

①市内公共施設のサクラ被害  ４９８本 ／ １５３２本

駆除用品によるフラス孔注入を行います。また、翌年の夏頃に薬剤散布や樹幹注入を実施します。
被害状況により、伐採を行います。

②駆除用品の配布

自宅の木に被害が出ている市民に、駆除用品を配布しています。
※大規模マンションについても対応できるよう、準備を進めています。

③報告フォームによる情報収集

駆除の周知とともに、報告フォームから被害の情報収集を行なっています。
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画像提供：埼玉県
環境科学国際センター

クビアカツヤカミキリ 被害を受けて枯死した
サクラ

石戸蒲ザクラの幹で
確認されたフラス（※）

配付している駆除用品

※フラス…フンと木くずが混ざったもの

▲詳細は

市ホームページから

クビアカツヤカミキリによる木の食害が市内で拡大しています。本市では、令和５年に高尾さくら公園

で被害が初確認されて以降、市内全域で急速に被害が拡大し、令和７年８月に国指定天然記念物

石戸蒲ザクラでも被害が確認されました。まち全体での対策に取り組んでまいります。
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